様式１
研究資料室資料利用申請書

　　　年　　　月　　　日
共同利用推進センター長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所（自宅又は勤務先）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勤務先名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

メールアドレス


研究資料室の資料を下記により利用したいので申請します。

記

	資料の名称
	

	利用目的
	

	利用希望年月日
	　　年　　月　　日

	利用の種別
	□閲覧（視聴）　　□撮影　　□複写

	個人情報等を含む
資料の利用希望
	□無
□有　→　□研究資料室資料利用誓約書を提出

	資料を用いた成果の
公表予定の有無
	□無
□有　（　　　年　　　月　予定）

	
	論文執筆の場合の題名と掲載予定誌

	利用した資料について
掲載、放映、展示等の
二次利用の有無
	□無
□有　→　□資料特別利用申請書を提出

	備考
	


· 教育用として利用する場合は、その旨目的欄に記入すること。


（承認条件）
1 資料の利用に当たり、人間文化研究機構の所有権、出版権等の権利範囲にあることを認め、その権利を侵害する行為は一切行わないこと。
2 研究資料室資料利用申請書に記載した利用目的以外には使用しないこと。
3 許可を得た資料を用いて得た成果を公表する場合は、国立国語研究所（以下、「研究所」）提供の旨を明示すること。また、研究所から成果物等に関する情報収集等の依頼があった場合は、適切に協力すること。
4 許可を得た資料を用いて電磁的複製物を作成する場合は、当該複製物又はその複製データを研究所に１部寄贈すること。
5 資料の使用中に問題（バグ・エラー等）を発見した場合は、速やかに研究所に報告すること。
6 研究資料室資料利用申請書に記載された目的を明らかに逸脱したと認められる場合、又は目的を達し得ないと認められる場合には、許可を取り消すことができる。
7 許可を得た資料の使用により、直接・間接を問わず、利用者に損失や損害が生じても、研究所は一切の責任を負わない。
8 許可を得た資料の撮影・複写物について第三者への配布等は行わないこと。
9 資料の利用にあたっては、個人情報保護の観点から、十分に配慮すること。
10 利用者は、その責に帰すべき事由により、資料の全部又は一部を滅失又は棄損した場合、その損害を弁償しなければならない。
11 資料の利用は無償とする。ただし、資料の複写・運搬等に要する一切の経費は利用者が負担すること。

